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１月２３日（金）の学級生徒会を受け、３０日（金）には全校生徒が一堂に会して生徒総会が開かれま

した。これまでは資料をなぞるだけで形式的に進めている印象でしたが、今回は学級で集約された意見

や質問に対して各担当が返すことに時間を割いていました。全員がタブレットを持ち込んでの参加も新

鮮で、全体的に刷新された感があります。新生徒会のスローガン（発創 ～独自の色で輝く八雲中～）の発

表もあり、気分も新たにスタートを切ることができました。 

また、最後には前生徒会を担当した教員が感想と感謝を述べました。授業や部活動とは別に、生徒た

ちと真剣に向かい合った経験はとても貴重で、教育者としての軸が定まる期間だったかもしれません。

生徒も担当者も大きく成長した一年間でした。 

主役である生徒たちが「自由と責任」「権利と義務」について自覚しながら進めていくのが本来で、私

たち教職員は伴走支援に徹するのが理想です。これからの生徒会活動を大いに期待したいと思います。 

ＮＨＫ連続テレビ小説『ばけばけ』は舞台を熊本に移しましたが、放映のおかげ

で島根には神話にまつわる独特な世界が残っていることを日本中の人たちが知っ

てくれたようです。 

２/１８（水）朝、卒業を控えた３年生にエールを送りたいと、本校の学校司書が他

の職員と共に紙芝居の実演をしてくれました。作品は古事記の神話「黄泉比良坂

（よもつひらさか）」――神秘的な雰囲気をまとって現存する東出雲町の観光名所

です。多くの生徒がたちまち世界に引き込まれていく様子を見て、ありがたい機会

だったなぁと実感しました。ふだんはデジタルの世界に染まっているからこそ、新

鮮でインパクトのある取組だったと手応えを感じたところです。 

１/３０（金）の給食に地元の食材（猪肉・野菜）が提供されるのを機に、八

雲猪肉生産組合の岩田組合長さん、合同会社弐百円の森脇さん、八雲

の給食センター長さんをお招きして交流給食を行いました。八雲町では

捕獲したイノシシを食肉として活用されるそうですが、近年は猟師さんの

数や高齢化もあって入手困難とのことです。岩田会長さんから、「害獣と

して駆除されるイノシシだが、戦時中に森林が伐採されたため餌を求めて

里に出没するようになった。決して悪者ではない」とのお話がありました。

『八雲地域のつどい』でお世話になった森脇さんは現役の猟師さんで、食

肉の加工もされるとのことです。 地元の食材を提供してくださる方々に

感謝し、命をいただくことをかみしめる時間となりました。 
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１/２６（月）、教諭 1年目の初任者による校内授業（道徳）を行いました。

当人は１年生の副担任ですが、同学年のそれぞれの学級で同じ題材を

使って生徒たちと向き合いました。 

拾ったシャープペンシルを自分のものだと言い張って後に引けなくなった主人

公は、こっそりと持ち主のロッカーに返すが、その相手から「疑ってごめん」と言わ

れたことで心が大きく揺れ動く。その後も自分のずるさをごまかしていた出来事

を思い出して...といった内容です。授業者は、主人公の気持ちを円グラフ

に表すワークシートを作成し、それを基に発言を求めるなどの工夫を施

しました。周りの先輩教員からアドバイスを受け、弱くなりそうな心と闘

いながら試行錯誤して準備を進めてきたと思います。本教材の主題は

「心の弱さを乗り越える強さとは」です。授業者自身が、まさに主題に

ついて経験する良い機会となりました。 

２月初旬、３年生・２年生は朝礼前の１０分間に「朝鑑賞」を行いました。絵

画作品を観て、気づいたことや感じたことなどを話し合うものです。作品は

福田繫雄氏の『VICTORY』。作品の良さや美しさについて一人一人が一

生懸命考えました。 

国際ポスターコンクールで発表された本作品は、大砲から発射された砲

弾がそのままＵターンして帰ってくる様子をシンプルに描写し、戦争の愚か

さと平和への願いを表現しているといわれています。解説はしませんでし

たが、生徒たちは「暴力」「戦争」「平和」などをイメージしていました。 

感じたことを言葉にしたり他の意見を受け止めたりしながら、ものの見方

や考え方を広げ、表現力を高める取組を今後も進めてまいります。 

２月７日(土)、第４９回全日本アンサンブルコンテスト中国大会が倉敷市

で開催され、本校は管打八重奏の編成で島根県代表として出場しました。 

前日には壮行演奏会を開き、全校生徒が聴き入ったところです。生徒の

代表が「音をきれいにまとめたり、勉強と両立させたりすることに苦労して

きたと思う。それらを乗り越えたことは自信にしていいことだと思う。中国

大会では、自分たちを信じて全力で演奏し、よい賞がとれるように頑張っ

てきてください。」とエールを送りました。――結果は堂々の『銀賞』です！ 

皆様にはご支援とご声援、ありがとうございました。 

【今後の予定】 

2/24（火） １・２年期末テスト① 

2/25（水） １・２年期末テスト② 

2/26（木） 

生徒委員会 

3/ 4（水） 公立高校入試  

   5（木） 公立高校入試 

 

3/ 6（金） 卒業式予行練習 

   ３年生セレクト給食 

   ３年生を送る会 

3/ 7（土） 卒業証書授与式 

3/ 9（月） 振替休業日 

3/11（水） 新入生物品販売 

 

3/12（木） 生徒委員会 

3/23（月） 給食最終日 

3/24（火） 修了式・離退任式 

4/ 8（水） 着任式・始業式 

4/ 9（木） 入学式 

葛藤（かっとう）の先に 

朝鑑賞のすすめ 

全日本アンサンブルコンテスト中国大会 


